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物品内容 物品内容 チェック

使い捨て手袋(必要時) 洗浄用のタオル・スポンジ（個人用）

エプロン バスタオル（個人用）

（入浴介助用防水エプロンで可） 着替え（寝衣・下着・オムツ等）

サージカルマスク 洗浄用石鹸

手指消毒剤 ビニール袋

入浴介助用長靴

内容 理由

浴室・脱衣室の清掃は済んでいるか
・多くの利用者が使用しており、感染症が
　伝播する可能性が高い。
・レジオネラや真菌が増殖しやすい。

利用者の体調は良好か

浴室内の閉鎖空間では、感染症を伝播する
リスクを助長させるため、健康状態を把握
し、入浴の可否や入浴順序を検討する必要
がある。

手指衛生を行う
・自分の手指についている病原体から利
　用者を守る

防護具を着用する
①（身のまわりの物に触れているようであれば）

手指衛生→②エプロン→③マスク
→④手袋

利用者が持っている（かもしれない）病原
体から自分を守る

※オムツをしている場合
オムツを外し、①排泄の有無、②排泄量や
形状、③皮膚の状態を観察する

感染の兆候の探知、傷や褥瘡等からの感染
予防

※オムツに排泄をしている場合
利用者の陰部・臀部等に目に見える汚れ
(排泄物の付着)をおしり拭き等で取り除く

便等の排泄物には、腸管出血性大腸菌やノ
ロウイルス等の病原体が混入している可能
性があり、浴室内での伝播を防ぐため

※オムツに排泄をしている場合
使用済みオムツの前方部分の内側（汚染
面）を中にして折り込む

汚染部位を内側にすることで、周囲への汚
染を防ぐ

※オムツに排泄をしている場合
使用済みオムツは取り外した後すぐにゴミ
袋に入れる

周囲への汚染を防ぐ

感染対策チェックリスト
入浴介助場面（全介助・機械浴）
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湯の温度を確認
・火傷予防
・特に、陰部は敏感な部位であり、利用
　者の不快感を避ける

顔・頸部→上肢→胸部→腹部→背中→下肢
→陰部・臀部の順で洗浄

汚染の広がりや病原体の侵入による起こる
逆行性感染等を予防するため、汚染の少な
い部位から多い部位にかけて洗浄する。

（陰部の場合）
尿道口→膣口→肛門の順で洗う

・肛門部周辺の細菌が尿路に侵入すること
を避ける

（臀部の場合）
上臀部→下臀部→臀裂の順に洗う

肛門部周辺の細菌を広げない

（手袋をしている場合）
手袋を新しいものに交換する

汚染された手袋のまま触れることで、バス
タオルや利用者の寝衣への汚染を防ぐ

バスタオルで体を覆いつつ、体の水分をよ
く拭き取る

・利用者の保温、羞恥心への配慮
・細菌の繁殖を防ぐ
・皮膚の湿潤による褥瘡悪化を防ぐ

着衣を介助後、寝衣を整え、入浴介助が終
了したことを利用者へ伝える

・寝衣や寝具のシワによる褥瘡を予防する
・利用者に安心感を与える

防護具を脱衣する
①手袋→②エプロン→③マスク

一番汚染している手袋から脱衣し、周囲の
汚染を防ぐ

手指衛生を行う
利用者の持っている（かもしれない）病原
体から自分と環境を守る
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